













































































































































































































































































































































































































































































































直接材料費 480,000円 420,000円 900,000円
直接労務費 192,000円 240,000円 432,000円
製造間接費 360,000円 450,000円 810,000円






















売上高 1,170,000円 1,440,000円 2,610,000円
売上原価 894,400円 1,110,000円 2,004,400円
　売上総利益 275,600円 330,000円 605,600円
販売費および一般管理費 340,000円
　営業利益 265,600円
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５　原価計算初級への提言
　本節のまとめとして，前項までに指摘した事項のうち，とくに大事だと思
われる点を整理しておきたい。
　まず問題全般について確実にいえるのは，難易度をあげる必要があるとい
うことである。合格率が96.7％という数値は異常であり，この試験の価値を
大きく毀損する要因となりかねない。簿記初級にならって，50％〜70％程度
に落ち着つかせるというのが，当面のターゲットではないだろうか。
　難易度をあげるための工夫は無数にある。本節第２項でも例示した原価の
分類については，「外注加工賃は（直接材料費，間接材料費，直接経費，間
接経費）である」というような単純な問い方では難易度はなかなかあがらな
い。製造現場で発生する10〜15程度の原価・費用を提示したうえで「この中
に間接材料費となるものはいくつあるか」という設問はどうであろうか。正
答率は確実に下がるはずである。こうした小手先の工夫ならいくらでもでき
るだろう。
　ただ暗記すればよいという問題を排除する工夫も必要となる。選択問題の
例としてあげた材料元帳，原価元帳，製品元帳などについては，単に名称を
答えさせるのではなく，その様式や記載内容を問うような問題も考えられ
るだろう。こうした帳簿類は２級工業簿記の出題区分表に「材料費（労務費，
製造間接費）関係の証ひょうおよび帳簿」として明記されながらも，実際に
は出題されることはなかった。ならば，これを「初級」で出題することに一
定の意義が見いだせるのではないだろうか。また労務費計算に関連して，勤
務時間の内訳（勤務時間，就業時間，実働時間，直接作業時間など）なども，
ビジネスパーソンの新しい常識として出題してみたい事項である。ただ，学
習者には退屈かもしれないが。
　第１問で１題だけ出題される仕訳問題からは，すぐにでも撤退すべきであ
ろう。なにかよい工夫ができれば話は別だが，妙案はみあたらない。
　「製造業のみならず幅広い業種をモデルとする」という日商が自ら仕掛け
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た呪縛からも解放されるべきである。この発想からはじまったと思われる無
意味な修飾語句をまず削りたい。これらは意味がないばかりか，CVP分析の項
でみたように，不自然な設例を誘発しかねない。
　最後にもうひとつ提案しておきたい。初学者がまず思うかべる原価計算の
イメージの典型は，「１個当たりいくらか」すなわち単位原価の計算である。
直接材料費，直接労務費，そして製造間接費に関する原価データと生産デー
タをもとに，製品の単位原価を求めるような問題は容易に作成可能である。
このとき，月初・月末の仕掛品や製品在庫などは当面無視してもよい。ある
いは新製品に対する標準原価カードを作成させるような問題であれば，単位
原価の計算手続きについて，実感を伴いながら学習できるはずである。また
このような形式の問題であれば，名実ともに「原価計算」の初級にふさわし
いように思う。
Ⅴ　おわりに
　原価計算初級は，合格率が100％に接近するという不幸なスタートを切って
しまった。だからと言って，かつてのご当地検定のように，あさっりと撤退
するわけにはいかない。原価計算初級は，伝統ある日商簿記検定の入り口を
担う試験として，そのプレゼンスを高めていかなければならない。日商や実
際の作問者も，すでにテコ入れ策を考え始めているものと思われる。随時受
験可能なネット試験という新しいスタイルの原価計算初級は，先行する簿記
初級とともに，日商簿記のすそ野を広げるための重要ツールである。
　この試験がどのような進化を遂げるのか，引き続き注視していきたい。そ
してまた，重要な変化が起こったタイミングであらためて論じてみたいと考
えている。
　なお，本稿の校正段階（2018年10月）で，尾畑・挽編（2018）が出版
された。ざっと見たところ本稿の論旨に大きく影響するとは思われないため，
ここでは出版の事実のみ記しておく。
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